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（臨床研究に関するお知らせ）に関するお知らせ）関するお知らせ）するお知らせ）知らせ）らせ）

京都第二赤十字病院　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査に関するお知らせ）お知らせ）いて、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査(ERCP: ERCP: 

Endoscopic retrograde cholangiopancreatography))の施行歴のある患者さんへ施行歴のある患者さんへの施行歴のある患者さんへある患者さんへさんへ

　京都第二赤十字病院　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査では、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査以下の臨床研究を実施しています。ここにご説の施行歴のある患者さんへ臨床研究に関するお知らせ）を実施しています。ここにご説実施しています。ここに関するお知らせ）ご説説

明するのは、過去の診療情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とするの施行歴のある患者さんへは、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査過去の診療情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」との施行歴のある患者さんへ診療情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とや検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とを実施しています。ここにご説振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とり返り解析する「後ろ向き観察研究」と返り解析する「後ろ向き観察研究」とり返り解析する「後ろ向き観察研究」と解析する「後ろ向き観察研究」とする「後ろ向き観察研究」と後ろ向き観察研究」とろ向き観察研究」と向き観察研究」とき観察研究」と観察研究に関するお知らせ）」と

いう臨床研究で、和歌山県立医科大学倫理審査委員会の承認並びに当院の病院長の許可を臨床研究に関するお知らせ）で、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査和歌山県立医科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大学倫理審査委員会の承認並びに当院の病院長の許可をの施行歴のある患者さんへ承認並びに当院の病院長の許可をびに関するお知らせ）当院の施行歴のある患者さんへ病院長の許可をの施行歴のある患者さんへ許可をを実施しています。ここにご説

得て行うものです。すでに存在する情報を利用させて頂く研究ですので、対象となる患者て行う臨床研究で、和歌山県立医科大学倫理審査委員会の承認並びに当院の病院長の許可をもの施行歴のある患者さんへです。すでに関するお知らせ）存在する情報を利用させて頂く研究ですので、対象となる患者する情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とを実施しています。ここにご説利用させて頂く研究ですので、対象となる患者させて頂く研究ですので、対象となる患者く研究ですので、対象となる患者研究に関するお知らせ）ですの施行歴のある患者さんへで、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査対象となる患者となる患者さんへ

さんに関するお知らせ）新たな検査や費用のご負担をお願いするものではありません。また、対象となる方たな検査や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と費用させて頂く研究ですので、対象となる患者の施行歴のある患者さんへご説負担をお願いするものではありません。また、対象となる方を実施しています。ここにご説お知らせ）願いするものではありません。また、対象となる方いするもの施行歴のある患者さんへではあり返り解析する「後ろ向き観察研究」とません。また、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査対象となる患者となる方

が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。でき観察研究」とないよう臨床研究で、和歌山県立医科大学倫理審査委員会の承認並びに当院の病院長の許可を、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査個人情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」との施行歴のある患者さんへ保護には十分な注意を払います。に関するお知らせ）は十分な注意を払います。な注意を払います。を実施しています。ここにご説払います。います。

　この施行歴のある患者さんへ研究に関するお知らせ）の施行歴のある患者さんへ対象となる患者に関するお知らせ）該当すると思われた方で、ご自身の診療情報等が利用されることを望われた方で、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査ご説自身の診療情報等が利用されることを望の施行歴のある患者さんへ診療情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。利用させて頂く研究ですので、対象となる患者されることを実施しています。ここにご説望

まない場合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とご説質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。ある場合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。は、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査下の臨床研究を実施しています。ここにご説記の問い合わせ先にご連絡ください。の施行歴のある患者さんへ問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。い合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。わせ先にご連絡ください。に関するお知らせ）ご説連絡ください。く研究ですので、対象となる患者ださい。

１．研究に関するお知らせ）課題名

　　ERCP後ろ向き観察研究」と穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究に関するお知らせ）対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究に関するお知らせ）関するお知らせ）する多施設共同後ろ向き観察研究」とろ向き観察研究」と向き観察研究」とき観察研究」と観察研究に関するお知らせ）

２．研究に関するお知らせ）代表者さんへ

　　和歌山県立医科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大学内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査学第2講座　教授　北野雅之

３．研究に関するお知らせ）の施行歴のある患者さんへ目的

　　ERCP手技の合併症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中の施行歴のある患者さんへ合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。併症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中として、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。あり返り解析する「後ろ向き観察研究」とますが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査その施行歴のある患者さんへ中

でもERCP手技の合併症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中に関するお知らせ）よる消化管・胆管穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究は死亡率が高く、その診断と対処が非常に重要が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。高く、その診断と対処が非常に重要く研究ですので、対象となる患者、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査その施行歴のある患者さんへ診断と対処が非常に重要と対処が非常に重要が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。非常に重要に関するお知らせ）重要

であり返り解析する「後ろ向き観察研究」とます。ERCP手技の合併症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中に関するお知らせ）よる穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究に関するお知らせ）対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究治療の施行歴のある患者さんへ成績についに関するお知らせ）つい

てまとめた大規模な報告は日本ではあまりありません。既存の報告ではな報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と告は日本ではあまりありません。既存の報告ではは日本ではあまりありません。既存の報告ではではあまり返り解析する「後ろ向き観察研究」とあり返り解析する「後ろ向き観察研究」とません。既存の施行歴のある患者さんへ報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と告は日本ではあまりありません。既存の報告ではでは ERCP後ろ向き観察研究」と穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究の施行歴のある患者さんへ

治療として、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査外科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査的治療と内視鏡的治療が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と告は日本ではあまりありません。既存の報告ではされてお知らせ）り返り解析する「後ろ向き観察研究」とますが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査トラブルシューティ

ングに関する多施設共同後ろ向き観察研究方法の違いでの治療成績は明らかにされていません。今までの報告では、大規模なの施行歴のある患者さんへ違いでの治療成績は明らかにされていません。今までの報告では、大規模ないでの施行歴のある患者さんへ治療成績についは明するのは、過去の診療情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とらかに関するお知らせ）されていません。今までの報告では、大規模なまでの施行歴のある患者さんへ報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と告は日本ではあまりありません。既存の報告ではでは、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大規模な報告は日本ではあまりありません。既存の報告ではな

研究に関するお知らせ）が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。少ないことから多施設共同でデータを集積することでトラブルシューティング方ないことから多施設共同でデータ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とを実施しています。ここにご説集積することでトラブルシューティング方することでトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究方

法の違いでの治療成績は明らかにされていません。今までの報告では、大規模なの施行歴のある患者さんへ違いでの治療成績は明らかにされていません。今までの報告では、大規模ないでの施行歴のある患者さんへ治療成績についの施行歴のある患者さんへ違いでの治療成績は明らかにされていません。今までの報告では、大規模ないに関するお知らせ）ついて明するのは、過去の診療情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とらかに関するお知らせ）でき観察研究」とると考えられます。また、治療方針えられます。また、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査治療方針

の施行歴のある患者さんへアルゴリズムを作成することができれば、今後を実施しています。ここにご説作成することが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。でき観察研究」とれば、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査今までの報告では、大規模な後ろ向き観察研究」とERCP後ろ向き観察研究」との施行歴のある患者さんへ胆管・消化管穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究の施行歴のある患者さんへ際の死の施行歴のある患者さんへ死

亡率が高く、その診断と対処が非常に重要や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と重症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中化率が高く、その診断と対処が非常に重要の施行歴のある患者さんへ軽減を図ることができるを実施しています。ここにご説図ることができるることが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。でき観察研究」とることが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。期待できると考えております。でき観察研究」とると考えられます。また、治療方針えてお知らせ）り返り解析する「後ろ向き観察研究」とます。

４．研究に関するお知らせ）の施行歴のある患者さんへ概要

（１）対象となる患者となる患者さんへさん

　　2017年1月から2022年 3月の施行歴のある患者さんへ 5年間にに関するお知らせ）ERCPを実施しています。ここにご説受けた患者さんけた患者さんへさん
　　　

対象となる患者となる患者さんへさん

1. 年齢がが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。 20歳以上の患者さんの施行歴のある患者さんへ患者さんへさん

2. ERCPを実施しています。ここにご説受けた患者さんけ、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査消化管・胆管穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。出現した患者さんした患者さんへさん

3. ERCP前に画像検査で胆管穿孔・消化管穿孔がないことが確認できている患者さんに関するお知らせ）画像検査で胆管穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究・消化管穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。ないことが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。確認でき観察研究」とている患者さんへさん

4. ERCP直後ろ向き観察研究」との施行歴のある患者さんへ腹部 CT検査で消化管・胆管穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。確認された患者さんへさん

対象となる患者とならない患者さんへさん

1. Billoth-I法の違いでの治療成績は明らかにされていません。今までの報告では、大規模な以外の施行歴のある患者さんへ消化管再建術を行っている患者さんを実施しています。ここにご説行っている患者さんへさん

2. 研究に関するお知らせ）への施行歴のある患者さんへ参加を拒否された患者さんを実施しています。ここにご説拒否された患者さんされた患者さんへさん



（２）利用させて頂く研究ですので、対象となる患者させて頂く研究ですので、対象となる患者く研究ですので、対象となる患者情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と

　　この施行歴のある患者さんへ研究に関するお知らせ）で利用させて頂く研究ですので、対象となる患者させて頂く研究ですので、対象となる患者く研究ですので、対象となる患者データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とは、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査年齢が、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査性別、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査身の診療情報等が利用されることを望長の許可を、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査体重、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査Performance

Status(ERCP: PS) 、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査 American  Society)  of  Anesthesiologists  phy)sical  status

classification sy)stem(ERCP: ASA-PS) 、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査チャールソン併存疾患指数（ Charlson Risk

Index）、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査原疾患、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査ERCP・Endoscopic sphincterotomy)(ERCP: EST)の施行歴のある患者さんへ処が非常に重要置歴のある患者さんへ、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査内服薬（ステロ

イド、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査抗血栓薬、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査 NSAIDs、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査抗血管新たな検査や費用のご負担をお願いするものではありません。また、対象となる方生薬）、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査栄養状態（直近の血液検査：の施行歴のある患者さんへ血液検査：

TP、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査 Alb）、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査EST の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査膵管口切開の有無、プレカットの有無、の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査プレカットの施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査Endoscopic

papillary) balloon dilation(ERCP: EPBD)の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究を実施しています。ここにご説引き越したと思われるデバイス・ガき観察研究」と越したと思われるデバイス・ガしたと思われた方で、ご自身の診療情報等が利用されることを望われるデバイス・ガ

イドワイヤ、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査送気の種類（の施行歴のある患者さんへ種類（Air、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査CO2）、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査処が非常に重要置時間に、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査術を行っている患者さん者さんへの施行歴のある患者さんへ因子、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究に関するお知らせ）気の種類（づく研究ですので、対象となる患者モダリ

ティ、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究に関するお知らせ）気の種類（づく研究ですので、対象となる患者までの施行歴のある患者さんへ時間に、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究の施行歴のある患者さんへ分な注意を払います。類、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究に関するお知らせ）気の種類（づいてから処が非常に重要置が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。終了するまでするまで

の施行歴のある患者さんへ時間に、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究以外の施行歴のある患者さんへ合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。併症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究後ろ向き観察研究」と治療に関するお知らせ）対する方針（内視鏡治療、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査外科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査治療、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査

保存的加を拒否された患者さん療）、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査金属ステントの構造・ステントの施行歴のある患者さんへ構造・ty)pe・製品名・外径・長の許可をさ、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査プラスチックステン

トの施行歴のある患者さんへ外径・長の許可をさ、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査クリップの施行歴のある患者さんへサイズ・個数・縫縮の仕方の詳細、の施行歴のある患者さんへ仕方の施行歴のある患者さんへ詳細、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査 OTSC（Ovesco

Endoscopy) AG：Germany)）・ネオベールの施行歴のある患者さんへ使用させて頂く研究ですので、対象となる患者有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査外科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査治療の施行歴のある患者さんへ術を行っている患者さん式、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査手術を行っている患者さん時間に、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査出血

量、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査絶食の有無、胃管の有無、抗生剤治療の有無、サンドスタチン使用の有無、経管栄の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査胃管の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査抗生剤治療の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査サンドスタ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とチン使用させて頂く研究ですので、対象となる患者の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査経管栄

養の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査post ERCP-pancreatitis (ERCP: PEP)の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査感染性膵壊死や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と腹腔内膿瘍・後ろ向き観察研究」と腹膜

膿瘍の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査Endoscopic Ultrasonography) (ERCP: EUS)下の臨床研究を実施しています。ここにご説・経皮ドレナージ・外科的治療の有ドレナージ・外科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査的治療の施行歴のある患者さんへ有

無 、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査 全 身の診療情報等が利用されることを望 状 態 の施行歴のある患者さんへ 重 症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中 度 (ERCP: Sy)stemic  inflammatory)  response  sy)ndrome

(ERCP: SIRS)、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査Sequential (ERCP: Sepsis-Related) Organ Failure Assessment (ERCP: SOFA) スコア)、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査

American Society) for Gastrointestinal Endoscopy) (ERCP: ASGE)重症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中度スコア、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査絶食の有無、胃管の有無、抗生剤治療の有無、サンドスタチン使用の有無、経管栄期間に、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査

抗生剤治療期間に、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査ステント抜去の診療情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と期間に、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査入院期間に、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査ICU入室の有無、の施行歴のある患者さんへ有無、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査ICU入室の有無、期間にです。

（３）方法の違いでの治療成績は明らかにされていません。今までの報告では、大規模な

　　当院で ERCPを実施しています。ここにご説受けた患者さんけた患者さんへさんを実施しています。ここにご説内視鏡データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とベースお知らせ）よび病歴のある患者さんへ管理データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とから「後ろ向き観察研究」と胆

管穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究」、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査「後ろ向き観察研究」と消化管穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究」などの施行歴のある患者さんへキーワードを実施しています。ここにご説使用させて頂く研究ですので、対象となる患者し患者さんへさんを実施しています。ここにご説抽出します。抽出され

た患者さんへさんの施行歴のある患者さんへ中から、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査ERCP後ろ向き観察研究」と穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中例に対する患者背景因子、手技関連因子、穿孔部に関するお知らせ）対する患者さんへ背景因子、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査手技の合併症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中関するお知らせ）連因子、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究部

位について抽出します。抽出した情報をエクセルシートに入力し、暗号化（パスワードに関するお知らせ）ついて抽出します。抽出した情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とを実施しています。ここにご説エクセルシートに関するお知らせ）入力し、暗号化（パスワードし、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査暗号化（パスワード

化）して電子メールで研究に関するお知らせ）代表機関するお知らせ）に関するお知らせ）送付します。その後、研究代表機関においてします。その施行歴のある患者さんへ後ろ向き観察研究」と、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査研究に関するお知らせ）代表機関するお知らせ）に関するお知らせ）お知らせ）いて、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査

ERCP後ろ向き観察研究」と穿孔に対するトラブルシューティングに関する多施設共同後ろ向き観察研究に関するお知らせ）お知らせ）ける治療（外科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査内視鏡、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査保存的）の施行歴のある患者さんへ割合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。と治療成功率が高く、その診断と対処が非常に重要に関するお知らせ）ついて、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査統

計学的解析する「後ろ向き観察研究」とを実施しています。ここにご説用させて頂く研究ですので、対象となる患者いて重症として、急性膵炎・胆管炎・出血・穿孔等がありますが、その中化リスク因子を実施しています。ここにご説明するのは、過去の診療情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とらかに関するお知らせ）します。

５．個人情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」との施行歴のある患者さんへ取扱いい

　　利用させて頂く研究ですので、対象となる患者する情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とからは、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査患者さんへさんを実施しています。ここにご説特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。でき観察研究」とる個人情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とは削除します。また、研究成果します。また、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査研究に関するお知らせ）成果

は学会の承認並びに当院の病院長の許可をや検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と学術を行っている患者さん雑誌で発表されることがありますが、その際も患者さんの個人情報が公表で発表されることが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。あり返り解析する「後ろ向き観察研究」とますが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査その施行歴のある患者さんへ際の死も患者さんへさんの施行歴のある患者さんへ個人情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。公表

されることはあり返り解析する「後ろ向き観察研究」とません。

６．ご説自身の診療情報等が利用されることを望の施行歴のある患者さんへ情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。利用させて頂く研究ですので、対象となる患者されることを実施しています。ここにご説望まない場合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。

　　臨床研究に関するお知らせ）は医学の施行歴のある患者さんへ進歩に欠かせない学術活動ですが、患者さんには、ご自身の診療情に関するお知らせ）欠かせない学術活動ですが、患者さんには、ご自身の診療情かせない学術を行っている患者さん活動ですが、患者さんには、ご自身の診療情ですが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査患者さんへさんに関するお知らせ）は、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査ご説自身の診療情報等が利用されることを望の施行歴のある患者さんへ診療情

報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とが特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。利用させて頂く研究ですので、対象となる患者されることを実施しています。ここにご説望まない場合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査これを実施しています。ここにご説拒否された患者さんする権利が特定できないよう、個人情報の保護には十分な注意を払います。あり返り解析する「後ろ向き観察研究」とます。その施行歴のある患者さんへ場合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。は、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査

下の臨床研究を実施しています。ここにご説記の問い合わせ先にご連絡ください。までご説連絡ください。く研究ですので、対象となる患者ださい。研究に関するお知らせ）対象となる患者から除します。また、研究成果外させて頂く研究ですので、対象となる患者き観察研究」とます。なお知らせ）、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査研究に関するお知らせ）協力し、暗号化（パスワードを実施しています。ここにご説拒否された患者さんさ

れた場合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。でも、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査診療上の患者さんの施行歴のある患者さんへ不利益を被ることは一切ありません。を実施しています。ここにご説被ることは一切ありません。ることは一切あり返り解析する「後ろ向き観察研究」とません。

７．資金源及び利益相反等についてび利益を被ることは一切ありません。相反等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とに関するお知らせ）ついて

　　本ではあまりありません。既存の報告では研究に関するお知らせ）は後ろ向き観察研究」とろ向き観察研究」と向き観察研究」とき観察研究」と研究に関するお知らせ）であり返り解析する「後ろ向き観察研究」と、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査被ることは一切ありません。験者さんへに関するお知らせ）対する報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と奨はありません。学会発表・論文発はあり返り解析する「後ろ向き観察研究」とません。学会の承認並びに当院の病院長の許可を発表・論文発

表に関するお知らせ）お知らせ）ける投稿料・別刷代などは和歌山県立医科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大学第二内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査の施行歴のある患者さんへ研究に関するお知らせ）費より返り解析する「後ろ向き観察研究」と支払います。われ

ます。



８．研究に関するお知らせ）組織

＜研究に関するお知らせ）代表機関するお知らせ）＞

和歌山県立医科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大学　内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査学第2講座　北野雅之

＜共同研究に関するお知らせ）期間に＞

大阪医科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査薬科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大学　　　　　　　　内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査学第2教室の有無、　　　小倉 健

大阪市立総合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。医療センタ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とー　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　根引き越したと思われるデバイス・ガ 浩子

大阪市立大学大学院医学研究に関するお知らせ）科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査学　　　　丸山 紘嗣

大阪赤十字病院　　　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　澤井 勇悟

大阪南医療センタ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とー　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　中西 文彦

関するお知らせ）西医科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大学総合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。医療センタ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とー　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　島谷 昌明するのは、過去の診療情報や検査データ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」と

北野病院　　　　　　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　東俊 二郎

北播磨総合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。医療センタ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とー　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　家本ではあまりありません。既存の報告では 孝雄

京都大学　　　　　　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　安田 宗司

京都第二赤十字病院　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　萬代 晃一朗

京都府立医科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大学　　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　土井 俊文

近の血液検査：畿大学　　　　　　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　竹中 完

多根総合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。病院　　　　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　淺井 哲

奈良県立医科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大学　　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査学講座　　北川 洸

奈良県西和医療センタ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とー　　　　　消化器・糖尿病内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　吉田 太之

日本ではあまりありません。既存の報告では赤十字社和歌山医療センタ等を振り返り解析する「後ろ向き観察研究」とー　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　上の患者さん野山 義人

兵庫医科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大学　　　　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　塩見 英之

淀川キリスト教病院　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　藤田 光一

和歌山ろ向き観察研究」とう臨床研究で、和歌山県立医科大学倫理審査委員会の承認並びに当院の病院長の許可をさい病院　　　　　　　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　　　　　江守 智哉

９．問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。い合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。わせ先にご連絡ください。

＜当院の施行歴のある患者さんへ問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。い合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。わせ先にご連絡ください。＞

京都市上の患者さん京区釜座通丸太町上の患者さんル春帯町 355番地のの施行歴のある患者さんへ 5

京都第二赤十字病院　消化器内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査　研究に関するお知らせ）責任者さんへ　萬代 晃一朗

TEL：075-231-5171（代表）　FAX：075-256-3451（代表）

＜研究に関するお知らせ）代表機関するお知らせ）の施行歴のある患者さんへ問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。い合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。わせ先にご連絡ください。＞

和歌山市紀三井寺 811-1

　　和歌山県立医科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査大学内科において、内視鏡的逆行性胆管膵管造影検査学第2講座　担をお願いするものではありません。また、対象となる方当医師　江守 智哉

　　TEL：073-447-2300　FAX：073-445-3616

　　E-mail：t-emori@wakay)ama-med.ac.jp


